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3D都市データを活用した防災教育コンテンツ開発
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　内外水による浸水被害に対する円滑な避難の誘導および

安全な地域づくりに向けて、浸水リスクの空間的な認知が必

須である。浸水想定区域図（以下、浸想図）の整備により、情

報処理能力の高い市民においてはリスクの認知度は向上し

てきた一方、小中学生においては浸想図の理解は困難であ

り、異なる手法によるリスク情報の空間表示が必要である。

本研究では小中学生に広く普及するビデオゲームであるマイ

ンクラフトと3D都市データの組み合わせにより、小中学生

が主体的に地域の浸水リスクを学ぶことができる防災教育

コンテンツを開発する。また、実際の学校における防災教育

の実践により、当該コンテンツの教育効果の検証を行う。

研究内容

　2023年7月現在、国土交通省東北地方整備局および同局

岩手河川国道事務所からの打診を受ける形で、岩手県盛岡

市内の小中学校を対象とした防災に関わる出前授業を企画

している。本コンテンツが同省の3D都市データである

PLATEAUの社会実装の方向性に合致していることを踏まえ

ると、今後、国土交通省を中心として関係機関と連携した研

究の展開が期待される。

地域・産学連携の可能性
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